









































ワードが注目され、2003 年 4 月には法政大学に「キャリアデザイン学部」が設
立され、自らの学び方・働き方・生き方を主体的に切り拓くことのできる人材
育成が専門教育として周知されるようになった。




































































































































































Mahara は、2006 年 にニュージーランドの New Zealand's Tertiary 
Education Commission's e-learning Collaborative Development Fund
（eCDF）のベンチャー基金を受けスタートした。当初開発には、Massey 
University、Auckland University of Technology、 The Open Polytechnic of 

































































































































































































































































































































数は、229 名のべ 2,065 件であった。
2009 年度は初回と最終の授業で、授業アンケートを実施した。その結果を表
2に示す。授業目的の理解度を比較すると、2008 年度（eポートフォリオ導入前）
には、25 名クラスでは 11 ポイント向上に対して、80 名クラスでは 1ポイント
の向上であった。eポートフォリオを導入した 2009 年度では、90 名を超える 2




また、単位取得率も 2008 年度は、履修登録数 39 名のクラスでは 25 名（履
修登録者の 65％）、履修登録数 138 名のクラスでは 81 名（同、59％）が単位取
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（平成 18 年法律第 120 号）
改正前の教育基本法
（昭和 22 年法律第 25 号）
（教育の目標）
第二条教育は、その目的を実現第二条す
るため、学問の自由を尊重しつつ、次に
掲げる目標を達成するよう行われるもの
とする。
　一 　幅広い知識と教養を身に付け、真
理を求める態度を養い、豊かな情操
と道徳心を培うとともに、健やかな
身体を養うこと。
　二 　個人の価値を尊重して、その能力
を伸ばし、創造性を培い、自主及び
自律の精神を養うとともに、職業及
び生活との関連を重視し、勤労を重
んずる態度を養うこと。
　三 　正義と責任、男女の平等、自他の
敬愛と協力を重んずるとともに、公
共の精神に基づき、主体的に社会の
形成に参画し、その発展に寄与する
態度を養うこと。
　四 　生命を尊び、自然を大切にし、環境
の保全に寄与する態度を養うこと。
　五 　伝統と文化を尊重し、それらをは
ぐくんできた我が国と郷土を愛する
とともに、他国を尊重し、国際社会
の平和と発展に寄与する態度を養う
こと。
第二条（教育の方針） 教育の目的は、あ
らゆる機会に、あらゆる場所において実
現されなければならない。この目的を達
成するためには、学問の自由を尊重し、
実際生活に即し、自発的精神を養い、自
他の敬愛と協力によつて、文化の創造と
発展に貢献するように努めなければなら
ない。
資料 1　改正前後の教育基本法の比較
（出典：文部科学省 http://www.mext.go.jp/b_menu/kihon/about/06121913/002.pdf）
299キャリアデザイン講座Ⅰにおける eポートフォリオ活用
科目名：キャリアデザイン講座Ⅰ
授業テーマ：自分の将来と大学生活の過ごし方
授業概要：
　大学での学びは、高等学校までの「与えられる授業（授業を受ける）」から、「自己
責任のもと自ら目標を持って計画的に学ぶ」と変わります。
　ただ授業を受けるのではなく、1年生から「自分の将来を考え」、「計画的に能力開発、
キャリアの創造を目指した学び」、そして学生生活で学んだ事を、「自分の言葉で語る
力」が就職活動をはじめ、社会では重要な武器になります。
　「キャリアデザイン講座Ⅰ a」では、
　　1）自分の将来を考える
　　2）目標をつくる大切さを考える
　　3）社会で必要な能力を考える
　　4）社会で働くということを考える
　　5）なりたい自分の実現に向けて大学生活の過ごし方を考える
について、「自分から “目標を定め実行する・考え討議する・発表する” 力」をつける
ことを目指して、演習を交え、理論的に、体系的に学びます。　
授業計画：
第１回　学園生活で何を学ぶ～オリエンテーション～
第２回　答えはいっぱいある　／　目標の力　／　自己紹介
第３回　協力と共有
第４回　自分を伝える難しさ
第５回　コミュニケーションの意味
第６回　社会の中の私（卒業生からの応援メッセージ）
第７回　ディスカッションの構造と心構え
第８回　世の中のことを考えよう
第９回　自己概念とキャリアマインド
第 10 回　大学生活と自己責任
第 11 回　目標実現までのプロセス
第 12 回　自分に見えない自分の姿
第 13 回　私を支えてくれた人
第 14 回　私のキャリアデザイン
第 15 回　まとめ　
資料 2　キャリアデザイン講座Ⅰシラバス（出典：京都光華女子大学）
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科目名：キャリアデザイン講座Ⅱ
授業テーマ：職業と私の進路　
授業概要：
　キャリアデザイン講座では、なりたい自分を描き、そうなるための行動計画を立て
る。そのために自分の歴史を振り返り、自分の適性を考える。そして、世の中にどの
ような職種・職業があるのか調べ、職業と働くこと、社会が求める人材や本学におけ
る就職活動の概要、自分の進路に関わることをより具体的に学ぶ。
　本講座では、グループワークを交えて、卒業後の進路選択に備えて「働くとは」、「学
生と社会人との違い」、「働くいきがい」、「学生時代の過ごし方」などを考え、働くこ
との魅力を学ぶ。また、世の中の職種や資格について理解を深め、自分の進路を具体的
にイメージする。身近な先輩の活動を参考にして、目標に向かってチャレンジする方法
を考えること、社会人として必要なコミュニケーション力を身に付けることを目指す。
　　
授業計画：
１．キャリアデザインの基本
２．ライフサイクルと職業
３．生涯収支と職業
４．職業と将来設計
５．働く意味と自分の職業感
６．学生生活で得るキャリア意識の明確化
７．環境に応じた働き方の理解
８．インターンシップと就職活動（後輩へのメッセージ）
９．求められる基礎能力
10．世の中の職種・資格
11．自分の目指す職種と適正
12．事例で考える将来設計
13．さまざまなキャリア形成のあり方
14．キャリアデザインの方向性をつかむ
15．キャリアデザイン全体の振り返り
資料 3　キャリアデザイン講座Ⅱシラバス（出典：京都光華女子大学）
301キャリアデザイン講座Ⅰにおける eポートフォリオ活用
科目名：キャリアデザイン講座Ⅲ
授業テーマ：就職活動のための知識習得と体験　　
授業概要：
　大学生活から社会に出るためには、進路を自分で選択し、就職活動をしなければな
らない。本講座では、進路選択する時に役に立つ知識や就職活動の進め方を学び、実
際に、インターンシップに参加することで就職活動から就労までを模擬体験する。
　インターンシップ先は、将来自分が活躍したい業界や職種をイメージし、主体的に
探す必要がある。通える環境を考えて企業や団体を自分で選択しエントリーを行う。
エントリー後は、他大学の学生と競い合って面接試験を突破することでインターン
シップに参加することができる。この体験は、就職活動そのものである。インターン
シップに参加した経験は、自分の強みとなり、実際の就職活動に大いに役立つ。イン
ターンシップ体験は、就職活動において実績として評価される。
授業計画：
１．インターンシップと就職活動の進め方
２．職種・業界研究
３．一般的なエントリーシート作成練習
４．エントリーシートの添削
５．インターンシップ目的の明確化
６．インターンシップの探し方
７．ビジネスマナーの基本知識
８．ビジネスマナーの実践
９．コミュニケーショントレーニング
10．インターンシップ先を中心とした業界研究
11．インターンシップの目標設定
12．グループディスカッション
13．インターンシップ体験（実施時期・期間はインターンシップ先による） 
14．インターンシップ成果発表
15．事後報告書の作成と提出
資料 4　キャリアデザイン講座Ⅲシラバス（出典：京都光華女子大学）

